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今回は「ブルース 100本ノック」の中でMiles Davisの「Freddie The Freeloader」と「All Blues」、

John Coltraneの「Mr.PC」および Charlie Parkerの「Perhaps」の４曲を取り上げました。その中で、

「Freddie The Freeloader」と「All Blues」の曲の背景および進行について、私の準備と時間が不足し

ており、恐縮ながら十分に説明しきれなかった部分がありましたので、参加者の皆様には後からで申し

訳ありませんが、解説を加えさせていただきたいと思います。 

 

まず、「Freddie The Freeloader」と「All Blues」ですが、この２曲は通常のビバップ・ジャズのブ

ルースとは大きく異なっている点があります。それは、「モード奏法」でアドリブ取ることを前提とし

て書かれた曲だということです。ではモード奏法とは何か。これは一般的に、1950 年代後半にマイル

ス・デイヴィス(tp)やビル・エヴァンス(p)、ジョン・コルトレーン(ts)らが中心となって、それまでのビ

バップ的なコード進行に基づいたアドリブから脱却して、より自由にソロを取れるように生み出された

演奏スタイルのことを指します。 

 

チャーリー・パーカー(as)、バド・パウエル(p)らが旗手となって 1940 年代半ばに生み出されたビバ

ップのアドリブの方法をごく端的に説明すると、ブルースやジャズ・スタンダードをリハモナイズして

「IIm-V7」（いわゆるドミナント・モーション）を曲に多く組み込み、それを手掛かりにコード進行に

基づいた複雑なソロを展開する、ということです。 

 

ビバップにおいては、目まぐるしくコードが細分化され、進行上の制約の中でスリリングなアドリブ

が可能となる反面、ある程度できることが決まってくるためワンパターンに陥りがちという側面があり

ました。（ビバップ的なアプローチはもちろん現在アドリブソロをする上で最も重要なことですし、決

して避けては通れません。基本的には「ジャズ理論」の勉強で最初の方で習うのはこちらの方法論です。

バップはセッションでもよくやります） 

ビバップにおけるブルースとは何なのか。かいつまんで言えばドミナント・モーションを強調してビ

バップ的な表現をしやすいように作曲および編曲されたテーマとコード進行、およびそれを生かしたソ

ロを展開するための土台、ということになりましょう。 

 

なお、ジャズのブルースの曲では、使用されるコードはメジャーとマイナー、およびトニックに対し

ての度数にかかわらず、原則として全てドミナント 7thが付きます（例外を除く）。このことによって、

どのコード・スケールでソロをする際にも♭3・♭5・♭7＝ブルーノート・スケールを使うことができ

るようになるのです。また、一般的にメジャーのドミナント 7thのコードに対して使える 6種のスケー

ルも、コードの主音に則して、理論的には 6種類すべてのスケールが使えます（ただし実際のソロで使

ってみてもすべてが同じようにしっくりくるわけではありません、あくまで理論的には、ということで

す。ブルースは、使用できるスケールが多い進行なのです。）ブルース全般（メジャー／マイナー）お

よびドミナント 7thコードに対して使用できるスケールは添付の譜例 1をご覧ください。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



 

基本的なブルース（譜面 2） 

 

 

※譜例のスケールの例はすべて In C、Key=Cで書かれています。別のキーに適用する場合は適宜、度数を参考に書き換

えてください。また、譜例の曲は In Cです。テナー・アルト・トランペット等、移調楽器の方は適宜書き替えおよび読

み替えを行ってください。曲は、「Perhaps」は私の作成、それ以外はすべて「黒本 1」より引用しています。 

 

今回取り上げた「Perhaps」およびセッションでよく演奏される「Billie’s Bounce」や「Now’s The Time」、

他にもいろいろありますが、チャーリー・パーカーの作ったブルースはすべてこのビバップ的アプロー

チに基づいて作曲されており、コードの進行もそのようになっています。詳しくは譜例 3「Billie’s 

Bounce」、譜例 4「Perhaps」をご覧ください。最も原始的なブルース（譜例 2）とのコードの違いが分

かっていただけると思います。これは、作曲者のチャーリー・パーカーが意図してこういう凝った進行

にしているので、ソロを取る際は、やはりビバップ的なアプローチ、つまり忠実に「IIm-V7」やターン

バック（IIIm-Vl7-IIm-V7）が出てきた際はそれに当てはまる音を選択しながら演奏するのが、原曲を

生かしたソロをするという意味合いでは効果的かなとプレイヤーとしては思います。 

 



 

 

 

一方、モード奏法＝モーダル・アプローチでは先ほどのビバップ的な「IIm-V7」の展開を敢えてしな

いことにより、コード進行に縛られず、１つのトニック（主音）に対して７種類の「モード・スケール

（譜例 5、6）」に基づき、適宜そこから選んだスケールでソロを取るという手法が中心になります。そ



のため、モード的な曲を演奏する際は、テーマのコード進行を見てどのスケールを使い、どの音を出す

か、という方法ではなく、どの部分でどのモード・スケールに基づいて音を出すか、ということが相応

しいソロを取る上でのカギとなります。（規定のスケールから逸脱した音を出すことも「アウト」と言

ってかっこいいソロを取る際には重要なことなのですが、とても簡単に説明できないので省略します） 

 

 

 

なお、モード奏法の方法論についてはさまざまな説があり、ビバップ的アプローチ以上に正解という

ものはありません。今回示したのも私個人で提案する一つの例に過ぎませんが、これらの曲を演奏する

際によりモーダルなソロを取りたいと思う際の助けとなれば幸いです。 



 

 

 

 

 

 

 



譜例 7：Freddie The Freeloader。テーマ分析および使用するモード・スケールの例。 

 

 



 

譜例 8：All Blues。テーマ分析および使用するモード・スケールの例。 

 

譜例の All Bluesは 3/4拍子で書かれていますが、6/8拍子で解釈すると 12小節となり、通常のブル



ースと同じ尺となります。 

 

なお、私自身ベーシストとして勉強中の身であり、フロント、管楽器演奏の経験もありませんので、

もし間違っている点等ありましたらご遠慮なくご指摘くださいませ。質問もできる範囲でお答えいたし

ます。 


